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TAT の反応領域からみた摂食障害者の心理的特徴


















は DSM- Ⅳにより，神経性食思不振症（Anorexia Nervosa；以下「拒食症」とする），神経性過























































































































































　 　 摂食障害群 統制群 p 値
D（言及なし） 少年 6 1 0.04＊
　 バイオリン 5 1 0.09＋
D 合計 11 2 0.02＊
d（言及あり） 譜面らしい紙 0 3 0.23 
ｄ合計 0 3 0.23 
Dd（言及あり） 弦 2 1 1
　 机 1 0 1
　 画面の暗さ 1 0 1























　 　 摂食障害群 統制群 χ2または p 値
D（言及なし） 若い女性 2 0 p=0.15
 年とった女性 12 6 χ2=2.85＋
　 男性 14 9 χ2=1.76
D 合計 28 15 χ2=7.53＊＊
d（言及あり） 若い女性の本 3 4 0.69 
　 年とった女性の木 0 2 0.15 
　 馬 1 6 0.04＊
ｄ合計 4 12 χ2=4.39＊
Dd（言及あり） 岩の割れ目 1 1 p=1
　 湖 5 8 χ2=0.88
　 山 0 1 p=1
　 妊娠 1 3 p=0.62
　 小屋 0 1 p=1
Dd 合計 7 14 χ2=2.51






























































　 　 摂食障害群 統制群 χ2または p 値
D（言及なし） 小屋、船 7 0 p=0.01＊
D 合計 7 0 p=0.01＊
d（言及あり） 雪の窓 3 7 p=0.30
　 黒い形のもの 9 10 χ2=0.08
　 フクロウのようなもの 2 2 p=1
ｄ合計 14 19 χ2=1.82
Dd（言及あり） 窓の中のもの 9 11 χ2=0.30
　 水、波、雪 9 13 χ2=1.15
　 雲 3 1 p=0.62
　 煙突 0 7 p=0.01＊


























































Dd 領域の「樹々の花または雪」が D さんの目に入る。温かな世界のイメージからすれば，Dd
領域は「樹々の花」と語られてもよさそうであるが，D さんはこれを “雪景色” ととらえた。そ
の途端温かな世界は一転して “寒そう” な世界となり，温かさのイメージは “違うんかなー” と
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　 　  摂食障害群 統制群 χ2または p 値
D（言及なし） ボート 8 3 χ2=2.78
　 樹 11 13 χ2=0.28
D 合計 19 16 χ2=0.36
d（言及あり） 川 12 15 χ2=0.61
　 草地 0 2 p=0.49
ｄ合計 12 17 χ2=1.13
Dd（言及あり） 森 1 1 p=1
　 樹々の花または雪 4 0 p=0.04＊
　 ボートの中のもの 1 0 p=1

























































































Garner DM, Bemis KM（1982） : A cognitive-behavioral approach to anorexia nervosa, Cognitive 
















Murray, H A （1943） Thematic Apperception Test: Manual．Cambridge, Mass．Harvard 
University Press．
岡本百合・中津完・河村隆弘（2000）：摂食障害患者における感情状態とストレス対処行動
　―治療的介入との関係について―　心身医学　40（5）　333-338．
TAT の反応領域からみた摂食障害者の心理的特徴　　75
聖泉論叢　2011　19号
佐藤晋爾・山口直美・小林純・太刀川弘和・水上勝義・浅田隆（2004）：摂食障害における入院
治療の有効性と人格傾向について―ロールシャッハ・テストの結果から―　臨床精神医学　
33（8）　1047-1054．
下坂幸三（1999）：拒食と過食の心理　岩波書店．
鈴木睦夫（1997）：TAT の世界‐物語分析の実際　誠信書房．
谷口（藤本）麻起子（2010）：摂食障害の人の在り方に関する心理臨床学研究　京都大学大学院
教育学研究科学位論文．
遠山尚孝（1983）：神経性無食欲症者の心理力動　25症例のロールシャッハ技法による検討　
ロールシャッハ研究　ⅩⅩⅤ　1-18．
坪内順子（1984）：TAT アナリシス　垣内出版
調恵子（2006）：自己愛的世界から抜け出した過食症の一例　8年半の治療過程から
松木邦裕・鈴木智美編　摂食障害の精神分析的アプローチ　病理の世界と心理療法の実際　
金剛出版　106-124．
山本和郎（1992）：TAT かかわり分析―ゆたかな人間理解の方法―　東京大学出版会
吉村佳世子・秋庭篤代・冨田裕一郎・服部聡・松波聖治・山本晴義・津久井要・江花昭一（2006）：
ロールシャッハ・テスト包括システムによる摂食障害の心理的特徴の検討：第１報　心身医学
46（3）　205-214．
76　　TAT の反応領域からみた摂食障害者の心理的特徴
